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新
た
な
避
難
情
報
に
つ
い
て

　

災
害
対
策
基
本
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、「
避

難
勧
告
」
と
「
避
難
指
示
（
緊
急
）」

は
「
避
難
指
示
」
に
一
本
化
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
後
、
大
雨
や
台
風
等
で
災
害
発

生
の
お
そ
れ
が
高
い
状
況
と
な
り
、

村
か
ら
警
戒
レ
ベ
ル
４「
避
難
指
示
」

が
発
令
さ
れ
た
場
合
は
、
危
険
な
場

所
か
ら
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る

人
な
ど
、
避
難
に
時
間
を
要
す
る
方

は
、
村
か
ら
警
戒
レ
ベ
ル
３
「
高
齢

者
等
避
難
」
が
発
令
さ
れ
た
場
合
、

避
難
行
動
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
警
戒
レ
ベ
ル
５
「
緊
急
安

全
確
保
」
は
既
に
安
全
な
避
難
が
で

き
ず
命
が
危
険
な
状
況
で
す
。

　

警
戒
レ
ベ
ル
４
「
避
難
指
示
」
で

危
険
な
場
所
か
ら
全
員
避
難
し
ま

し
ょ
う
。

～診療所からのお知らせ～
発熱で受診希望の方は診療所へご連絡ください　 39 ー 2111

警戒レベル 新たな避難情報等

5 災害発生
又は切迫 緊急安全確保

< 警戒レベル４までに必ず避難 >

4 災害の
おそれ高い 避難指示

3 災害の
おそれあり 高齢者等避難

2 気象状況悪化
大雨・洪水・高潮

注意報
（気象庁）

1 今後気象状況
悪化のおそれ

早期注意情報
（気象庁）

これまでの避難情報等

災害発生情報
（発生を確認したときに発令）

◦避難指示（緊急）
◦避難勧告

避難準備・高齢者等避難開始

大雨・洪水・高潮注意報
（気象庁）

早期注意情報
（気象庁）

⬅

⬅

⬅
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令
和
２
年
度

森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途
に

つ
い
て

○
森
林
環
境
譲
与
税
と
は

　

平
成
３１
年（
２
０
１
９
）年
３
月
に

「
森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲
与

税
に
関
す
る
法
律
」
が
成
立
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、「
森
林
環
境
税
」

（
令
和
６（
２
０
２
４
）年
度
か
ら
課

税
）
及
び
「
森
林
環
境
譲
与
税
」（
令

和
元（
２
０
１
９
）年
度
か
ら
譲
与
）

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

森
林
の
有
す
る
公
益
的
機
能
は
、

地
球
温
暖
化
防
止
の
み
な
ら
ず
、
国

土
の
保
全
や
水
源
の
涵
養
等
、
国
民

に
広
く
恩
恵
を
与
え
る
も
の
で
あ

り
、
適
切
な
森
林
の
整
備
等
を
進
め

て
い
く
こ
と
は
、
我
が
国
の
国
土
や

国
民
の
生
命
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が

る
一
方
で
、
所
有
者
や
境
界
が
分
か

ら
な
い
森
林
の
増
加
、
担
い
手
の
不

足
等
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
の
下
、
平
成
３０

（
２
０
１
８
）年
５
月
に
成
立
し
た
森

林
経
営
管
理
法
を
踏
ま
え
、
国
の
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
目
標
の
達
成

や
災
害
防
止
等
を
図
る
た
め
の
森
林

整
備
等
に
必
要
な
地
方
財
源
を
安
定

的
に
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
森
林
環

境
税
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
森
林
環
境
税
」
は
、
令
和
６

（
２
０
２
４
）年
度
か
ら
、
国
税
と
し

て
１
人
年
間
１
、０
０
０
円
を
市
町

村
が
賦
課
徴
収
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、「
森
林
環
境
譲
与
税
」
は
、

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
森
林
整
備
に
対

応
す
る
た
め
、「
森
林
経
営
管
理
制

度
」
の
導
入
時
期
も
踏
ま
え
、
令
和

元（
２
０
１
９
）年
度
か
ら
譲
与
が
開

始
さ
れ
、
市
町
村
や
都
道
府
県
に
対

し
て
、
私
有
林
人
工
林
面
積
、
林
業

就
業
者
数
及
び
人
口
に
よ
る
客
観
的

な
基
準
で
按
分
し
て
譲
与
さ
れ
て
い

ま
す
。

○
大
鹿
村
に
お
け
る
令
和
２
年
度

　

森
林
環
境
譲
与
税
額

　

１
１
、７
１
２
千
円

○
令
和
２
年
度
の
使
途

【
村
単
治
山
事
業
】

（
目
的
）

　

令
和
２
年
６
月
～
７
月
の
豪
雨

に
よ
り
山
林
の
法
面
が
崩
落
す
る

被
害
が
あ
っ
た
箇
所
に
つ
い
て
、

法
面
保
護
・
支
障
木
伐
採
工
事
を

行
い
ま
し
た
。

（
箇
所
及
び
事
業
費
）

鹿
塩
地
区（
河
合
）支
障
木
伐
採
・

搬
出　
（
１
、３
８
６
千
円
）

大
河
原
地
区（
下
古
川
）法
面
保
護

（
３
、１
９
０
千
円 

＊
Ｒ
３
年
度

へ
繰
越
、
Ｒ
３
年
５
月
末
完
了
）

【
基
金
積
立
】

　

譲
与
額
か
ら
予
算
事
業
費
を
除

い
た
残
額
７
、１
２
６
千
円
に
つ

い
て
、
今
後
本
格
化
す
る
森
林
経

営
管
理
事
業
に
充
て
る
た
め
、
村

森
林
環
境
譲
与
税
基
金
へ
積
立
ま

し
た
。

　

今
年
の
大
鹿
夏
祭
り
は
、
コ
ロ
ナ

感
染
症
ま
ん
延
防
止
対
策
の
た
め
中

止
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
楽
し
み

に
し
て
い
た
だ
い
て
い
た
皆
様
に
は

大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
今
年
も
「
大
鹿
村
を
元

気
に
す
る
花
火
！
」
を
村
内
２
ヶ
所

に
お
い
て
実
施
し
ま
す
。
開
催
に
あ

た
り
ま
し
て
、
皆
様
か
ら
の
温
か
い

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

◯
寄
付
金
募
集
期
間

　

７
月
２９
日（
木
）ま
で

◯
寄
付
金
目
安

　

１
口　

１
、０
０
０
円

（
あ
く
ま
で
目
安
で
す
。
１
、０
０

０
円
以
下
で
も
受
付
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
）

◯
寄
付
金
受
付
場
所

　

役
場 

産
業
建
設
課

　

商
工
会

　

Ｊ
Ａ
み
な
み
信
州 

大
鹿
事
業
所

　

サ
ク
ラ
ヤ
商
店

　

ま
る
は
ち

　

秋
葉
路（
道
の
駅
内
）　

の
６
か
所

※
番
付
は
作
成
い
た
し
ま
せ
ん
の

で
、
寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
方
の

お
名
前
は
公
表
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
領
収
書
が
必
要
な
方
は
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

◯
打
ち
上
げ
日

　

８
月
１４
日（
土
）

　

午
後
７
時
３０
分
～（
少
雨
決
行
）

　
（
雨
天
の
場
合
８
月
１５
日
に
順
延
）

◯
打
ち
上
げ
場
所

◦
大
河
原
地
区

　
　

大
西
公
園

◦
鹿
塩
地
区

　
　

大
協
建
設
株
式
会
社
前

　
　
（
鹿
塩
川
、
塩
川
の
合
流
地
点
）

※
花
火
を
観
賞
す
る
際
は
、
人
と
の

距
離
を
保
っ
て
い
た
だ
き
密
に
な

ら
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

大
鹿
夏
祭
り
の
中
止
と

「
大
鹿
村
を

　
　

元
気
に
す
る
花
火
！
」

寄
付
金
募
集
に
つ
い
て
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肺
炎
球
菌
は
毒
性
が
強
く
、
高
齢

者
や
呼
吸
器
疾
患
・
心
疾
患
を
有
す

る
方
が
感
染
し
た
場
合
、
合
併
症
を

併
発
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
平
成
２６
年
１０
月
か
ら

予
防
接
種
法
に
基
づ
く
定
期
接
種
と

な
り
ま
し
た
。
対
象
者
は
次
の
方
と

な
り
、
平
成
２６
年
以
降
に
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
受
け
て
い
な
い
方
に
は
、
予

防
接
種
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

○
今
年
度
の
対
象
者

◦
昭
和
３１
年
４
月
２
日
～

　
　

昭
和
３２
年
４
月
１
日
生

◦
昭
和
２６
年
４
月
２
日
～

　
　

昭
和
２７
年
４
月
１
日
生

◦
昭
和
２１
年
４
月
２
日
～

　
　

昭
和
２２
年
４
月
１
日
生

◦
昭
和
１６
年
４
月
２
日
～

　
　

昭
和
１７
年
４
月
１
日
生

◦
昭
和
１１
年
４
月
２
日
～

　
　

昭
和
１２
年
４
月
１
日
生

◦
昭
和
６
年
４
月
２
日
～

　
　

昭
和
７
年
４
月
１
日
生

◦
大
正
１５
年
４
月
２
日
～

　
　

昭
和
２
年
４
月
１
日
生

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

に
つ
い
て

◦
大
正
１０
年
４
月
２
日
～

　
　

大
正
１１
年
４
月
１
日
生

◦
６０
歳
以
上
６５
歳
未
満
の
方
で
、
心

臓
、
腎
臓
、
も
し
く
は
呼
吸
器
の

機
能
又
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
害
を

有
す
る
方

○
接
種
場
所

大
鹿
村
立
診
療
所
及
び
県
内
医
療

機
関
（
契
約
医
療
機
関
）

○
接
種
費
用
自
己
負
担
額

１
、０
０
０
円
（
医
療
機
関
窓
口

で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

○
接
種
回
数

　

１
回

○
申
込
受
付
期
間

　

令
和
３
年
７
月
１
日
～

　
　

令
和
４
年
３
月
３１
日

○
申
込
方
法

保
健
福
祉
課
へ
接
種
希
望
日
を
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
後
日
、
予
診
票
を
送
付
し
ま
す
。

な
お
、
診
療
所
以
外
で
接
種
す
る

方
は
、
ご
自
身
で
医
療
機
関
へ
予

約
等
の
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
予
防
接
種
は
義
務
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
問
い
合
わ
せ
・
受
付
先

　

役
場　

保
健
福
祉
課

　

保
健
医
療
係　

　

☎
４
８

－

５
７
０
１

村税・料金 納付のお知らせ  毎月の料金 　◦保育料　◦介護保険料　◦住宅料　◦水道料
  　　　　　　◦後期高齢者医療保険料　◦その他利用料等　

 ６ 月の口座振替  ６月２５日（金）　 納付書納期限  ６月３０日（水）
 ７ 月の口座振替  ７月２6日（月）　 納付書納期限  ８月２日（月）
★引き落とし日の前営業日までに口座をご確認ください。
★納付書納付は、最寄りの金融機関又は役場会計にてお願いします。

課税月
税目（期） ４ 月 ５ 月 ６月 ７月 ８ 月 ９ 月 １０月 １１月 １２月 １ 月 ２ 月 ３ 月 備考

住民税普通徴収 １ ２ ３ ４ 年４回
固 定 資 産 税 １ ２ ３ ４ 年４回
軽 自 動 車 税 １ 年１回
国民健康保険税 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 毎　月

営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

お
知
ら
せ

　

営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
営
農

に
関
す
る
相
談
・
技
術
指
導
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用

下
さ
い
。

◯
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方

　

営
農
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
【
役
場　

産
業
建
設
課
】

　

３
９
︱
２
０
０
１
㈹

　

ま
で
お
電
話
下
さ
い
。

◯相談できる日（６月～７月）
月 火 水 木 金

6/14 15 16 17 18
21 22 23 24 25
28 29 30 7/1 2
5 6 7 8 9
12 13 14 15 16

相談可能時間：午前９時～午後３時まで
※相談可能日・時間は変更となる場合があります。
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固 定 資 産 税（ 家 屋 ）調 査 の お 願 い
　大鹿村は、固定資産税の課税をするうえで適正な評価を確保するため、実地調査を行っ
ております。家屋調査については次のとおりです。

①家屋を新・増築したときに、建主に事前連絡などを行いながら評価を行う「新・増築調
査」（店舗や事務所、また車庫や物置など小規模な建物も対象となる場合があります。）

②家屋課税台帳に登録されている内容（所在地番・用途・構造・床面積など）と比較し、
増築や未調査の家屋、取り壊しなどがある家屋を調査する「全戸調査」 

　全戸調査は、既に課税されている家屋との公平を期し，公正で適正な課税を目的として
実施するものです。調査方法は、税務係の職員が調査に行き、家屋の図面と実際の家屋を
照らし合わせながら外観確認します。確認のため聞き取りをする場合もありますので，調
査中は、大変ご迷惑をお掛けしますがご協力をお願いします。
　なお、調査に伺う際に職員は『固定資産評価補助員証』を携帯しています。

◯お願い
建物の取り壊し・新築・増築をした場合又は、その予定がある場合は役場税務係

（ ３９－２００１）までご連絡下さい。

▢■▢ 国民年金からのお知らせ ▢■▢

国民年金保険料は納付期限までに納めましょう

国民年金保険料の免除申請等の手続きについて

　令和 3 年４月分から令和４年 3 月分までの国民年金保険料は、月額16,610円です。
　保険料は、日本年金機構から送付される納付書により、金融機関・郵便局・コンビニエンス
ストアで納めることができます。
　また、クレジットカードやインターネット等を利用しての納付、そして便利でお得な口座振
替もあります。
　毎月の保険料の納付期限は、「翌月の末日」です。必ず納付期限までに納めましょう！

　保険料が納め忘れの状態で、万一、障害や死亡といった不慮の事態が発生すると、 障害基礎
年金や遺族基礎年金を受けられない揚合があります。
　経済的な理由等で国民年金保険料を納付することが困難な揚合、保険料の納付が免除・猶予
となる「保険料免除制度」や「納付猶予制度（5０歳未満）」がありますので、役場住民税務課
の国民年金窓口で手続きをしてください。申請書は、窓口に備え付けてあります。
　令和３年度分（令和３年7月分から令和４年6月分まで）の免除等の
受付は令和３年 7 月1日から開始されます。また、申請時点の2年1
力月前の月分までさかのぼって申請することができます。
　失業等により保険料を納付することが経済的に困難になったものの申
請を忘れていた期間がある方、また今般の感染症の影響により所得急減
により保険料納付が困難な方等は、役場の国民年金窓口、または年金事
務所へご相談ください。

【問い合わせ先】上記についてのご不明点、国民年金のご相談・手続き等については
役場　住民税務課　☎３９ ー ２００１　または　飯田年金事務所　☎22 ー 3641まで
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『太陽光パネル・蓄電池』は一人よりみんなで買えばよりオトク！
グループパワーチョイスへの参加希望者を募集します！

長野県からのお知らせ

村からのお知らせ

■概要　　　長野県では、太陽光パネル・蓄電池をみんなでおトクに購入する、「グルー
プパワーチョイス（共同購入）」の参加者の募集をしています。

　　　　　　日々の生活に使う電気を自宅の屋根で発電できる太陽光パネル、そして発電
した電気を夜間も有効に活用し災害時にも役立つ蓄電池。

　　　　　　おうちで過ごす時間が増える今こそ、みんなでおトクに購入しませんか？

■登録から購入までの流れ

■対象（住宅用　事業用）
太陽光パネル（10kW未満）又は家庭用蓄電池（定置式）もしくはその
両方の設置を希望されている方

■参加登録期間　令和３年６月１０日（木） ～ ８月３１日（火）まで

■説明会　　　　参加登録期間中、複数回のオンライン説明会を実施します。
　　　　　　　　詳細は以下の専用 WEB サイトを参照ください。

■問い合わせ先　ながの　みんなのおうちに太陽光事務局（アイチューザー㈱）
　　　　　　　　 0120−758−300（固定電話）　　 0570−075−300（携帯電話等）
　　　　　　　　平日 10：00 〜 18：00

■専用WEBサイト　参加登録・詳しい情報は専用 WEB サイトにて
　　　　　　　　　　https://group-buy.jp/solar/nagano/home

■大鹿村の補助金について
本募集に応募し、住宅用太陽光発電システムを設置した場合、「大鹿村住宅用太陽光
発電システム設置費補助金交付要綱」による、補助金の対象となります。
なお、蓄電池の補助につきましては、検討中です。

検 索検 索ながの　みんなのおうちに太陽光
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　三六災害から今年で60年を迎え、人口減少や高齢化などから、当時の様子を知る方やお
話しされるが少なくなってきています。
　公民館では、被災体験証言者の被災体験などを受け継ぎ、後世に語り継いでいきたいと
考え、被災体験伝承者の養成を図るため、次の通り募集します。

【応募資格】
　意欲があり、5年以上活動を行う自信のある方ならどなたでも応募可能です。
【内 容 等】
　①証言者から被災体験を伝授してもらい、講話原稿を作成します。
　②修了した際は修了書をお渡しします。
　③伝承者になられた方は、学校等の依頼に応じて伝承講話をおこなっていただきます。
【申込期限】　令和3年7月16日（金）まで
【申 込 先】　大鹿村公民館　 39−2100　 39-1023　 kyoiku@vill.ooshika.lg.jp

三六災害　被災体験伝承者養成講座について

【第８回】　自宅でできるかんたん運動

姿勢改善、背中・腰をほぐしてリフレッシュ！　ほぐれたついでに散歩に出かけよう！

【トイレに立ったついでに体操】　
◦ストレッチは気持ちよく伸びが感じられる心地よい強さを10秒間、2回行います。
◦ほぐし、強化運動はゆっくり５～１０回を目安に。

①背伸び

④背中伸ばし ⑤片手で
　脇伸ばし

③胸伸ばし②胸そらし

①壁押し

【問い合わせ先】大鹿村スポーツ推進委員会
☎３９－２１００

出入口を利用したストレッチ

出入口を利用したストレッチ ほぐし・強化運動
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大鹿村中央構造線博物館たより
145号

２０２1年６月発行
ＴＥＬ：（０２６５）３９−２２０５
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岩石園のマイロナイト標本の移動作業

岩石園の看板が新しくなりました！

　中央構造線博物館の岩石園に展示されている岩石標本
は、できるだけ実際の地質配列に合わせて配置されてい
ます。そして、それぞれの標本の向きも、地質の向き（走
向・傾斜）に合うように置かれています。しかしながら、
最近になって、マイロナイトの標本のうちの一つ（図 1
の↑マークのついている標本）の向きだけが実際の向き
と合っていないことが発覚しました。そのため、先月、
河本顧問が標本の向きを直
す作業を行いました。ただ
し、岩石標本はとても重く、
自由に動かすことができな
いため、作業の過程で、右
上隣に置いてあった標本と
位置を入れ替えることとな
りました。以下、河本顧問
からのコメントを掲載さ
せていただきます。（宮崎）

「中央構造線の活動期（時階）には、その様子が良く見える土地
の地名が付けられています。この岩石は鹿塩時階１（1億年～
9000万年前）の褶曲の向きと、鹿塩時階２（9000万～8000万年前）
に延ばされた向きが分かる貴重な標本で、置く向きが重要です。
田んぼの畔直しにミニバックホーを下した機会に、ようやく修正
できました。」（河本）

　先月の博物館たよりで、岩石
園のプレートが新しくなったこ
とをお伝えしておりましたが、
この度、岩石園の2か所の看板
も新しくなりました。さらに、
岩石標本が黒ずんでいたので、
高圧洗浄をしました。新しく
なった岩石園に是非お越しくだ
さい。(宮崎)

写真１ 作業中の様子

写真２ 作業後の様子

写真３ 看板屋さんが付け替え
作業をしてくださりました！

写真４ 岩石園プレートと看板の
両方が新しくなりました！

図1 岩石園の岩石標本配置
（↑マークの標本を今回移動させた)


